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要約

本研究は、保育相談支援技術の抽出と類型化・体系化を図ることを目的とする 3カ年研究である。第 2年

次に当たる今年度は、第 l年次の予備的研究を踏まえ、大きく以下のニつの研究を実施した。第一に、施設

保育士が使用している保育相談支握技術の抽出と類型化を目的とした事例調査を実施した。第二に、保育所

保育土の保育相談支援技術について、動作的技術の詳細な把握を図るため観察調査を実施した。この研究で

は、①動作的技術に関するお迎え場面の観察調査に基づく動作的技術そのものに関する研究と、@保護者を

支援するために意図的に行っている環境構成に関する観察調査を進めたo その結果、保育士は、保育士の専

門性を生かした保護者支援、すなわち、保育相談支援の技術を駆使しながら、保護者と関わっていることが

明らかとなった。
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[研究目的と研究概要

本研究は、第 1年次研究にて言及した背景のもと、子

ども家庭福祉分野におけるケアワーカーとしての保育士

が行う保護者支援である保育相談支援の体系化を図り、

その結果を踏まえつつ、子ども家庭福祉分野におけるソ

ーシヤ/レワークとケアワークの体系化を模索することを

目的とする 3か年継続研究である。

第2年次に当たる今年度は、第 l年次の予備的研究を

踏まえ、以下の二つの研究を実施した。第一に、施設保

育土が使用している保育相談支撞技術の抽出と類型化を

目的とした事例調査を実描した。第二に、保育所保育士

の保育相談支援技術について、動作的技術の詳細な把握

を図るため観察調査を実施した。この研究では、①動作

的技術に閲するお迎え場面の割察調査に基づく動作的技

術そのものに関する研究と、@保護者を支援するために

意図的に行っている環境構成に関する観察調査を進め、

それぞれ別々に報告することとした。

本年度報告は、以上の 2調査研究の結果の概要を報告

するものである。結果の詳細分析並びに保育相談支援の

体系化等については、最終年度に当たる次年度研究にお

いて実施する予定である。なお、第 l年次研究において

は、保育士の専門性を生かした保護者支撞について「保

育相説支援(保育指導)J の用語を用いたが、第2年次研

究は施設保育士の保護者支援を中心に取り担い、また、

次年度入学生から「保育相談支援」が保育士養成課程に

取り入れられることとなっており、すでにテキストなど

も発刊されていることにかんがみ、本報告では、「保育相

談支援」の用語に統一する。(柏女霊峰・橋本真紀)

11. 研究の方法並びに結果の概要

， .研究 1:施設保育土の保育相韻支揖技術の顛型化に

聞する研究ーエピソード調査を通じて

児童養護施設、乳児院、児童館など 6種別の児童福祉

描設に勤務する保育士のなかから、 1施設につき「経験 3

年未満」と「経験 10年以上」各 l名を対象とし、一定の

フォーマットに基づき、 1人の保育士当たり保育相談支

援(保育指導)実践事例 2事伊Iの提出を求めた。主として

関東、関西から抽出した児童養護施設5施設(大舎・小舎

}]IJを含む)(依頼保育士数日人)、乳児院3施設(大舎・小

舎別を含む)(8人)、児童館4施設(8人)、知的障害児施

設 4施設(8人)、知的障害児通園施設 3施設(6人)、母子

生活支援施設4施設(8人)の 6種別の児童福祉施設計四

施設(保育士数日人:施設ごとに新人、ベテランが半数ず

つ)に対し、保育相談支援のエピソード記録2事例(計 106

事例)の執筆を求めた。

その結果、 50枚の事例シートの回収ができた(有効回

収率 46.29パーセント)。分析手法としては、実践記韓(事

例記述シートに記入)について、保育士の保謹者に対す
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る働きかけや反応の記述を文節ごとに抽出し、 2名の分

析者の判断が一致した個所を援助行為として探用、文書

セグメント(計 278) を作成した。

その分析の結果、 14の保育相談支援の技術を見出すこ

とができ、それらは、表 lのように類型化された。すな

わち、受信型・言語(情報収集、状況把握、承認、感情

への応答)受信型・非言語(個聴、共感}、発信型・言語(保

護者への提案、代弁、解説、伝達)、発信型・非言語(関

係調整、環境構成、体験の提供)、連携の 14である。次

年度は、この第一次試案を、さらに詳細に分析、考察し

ていくこととしている。

2.研虫2:保育所保育士の保育相韻支揖技術に聞する研究

ー動作曲揖助に関する観察調査を通じて

(1)お迎え場面における動作的損助に聞する研究

保育相談支援に関する動作的援助を把握するための観

察法として「事象見本法」を採用し、教か所の保育所に

対して観察調査を実施のうえ分析を行った。今年度は、

ビデオに録画した保育相談支援における保育士の動作を

聖勢、体位、表情、しぐさ、移動等の視点から抽出し、

保育土が共有する動作的援助の特性の把握を試みた。具

体的には、保育所における迎え時の保育相談支援の把握

を行うため、東京都、静岡県、大阪府に所在する 3民間

保育所、それぞれ2名の保育土(新人とベテラン)に依頼

して、ピデオと筆記による観察調査を行った。

分析の結果、保育士による保護者の表情や姿勢への向

調、保護者による保育士の動きへの同調等、保育土と保

謹者が同期する場面が多く確認された。保育所における

保育相談支援場面は、保護者と保育者の協力により成立

していることも予想される。その他、子どもと保謹者問、

対応している親子と他児問等を行き交う視鵡の動き、身

振り手振りの多用、他児や他の保護者に聞くかのように

対面しすぎない位置取り等、保育と並行して行われる保

育相談支援における動作的援助技荷の特性が捉えられた。

次年度は、事象見本法によるより詳細な分析を行う。

次年度は、 2か年にわたる調査結果をもとに総合的考

察を進めることとしている。

(2)保護者支撞における環境構成技術の活用に聞する研究

本研究においては、保育所保育士の保育相談支援技術

における動作的援助技術のうち環境構成を行う技術を把

握することを目的とした。観察調査を行う保育所で、事

前に依頼書において環境構成の写真撮影を依頼した。観

察調査の開始前に、「保護者を支援するために意図的に行

っている環境構成」について写真撮影を依頼し、保育者

が指し示した環境の撮露を行った。その際の保育者の説

明内容をデータとし、環境構成の内容と、保育者の意図

を質的帰納的方法にて抽出を行った。

分析の結果、保育者は、子どもの保育に用いる環境構

成技術を保護者支援にも用いており、環境を通して保謹
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者を支援していることが明らかとなった。保育者が子ど

もの保育のために行う意図的な環境構成は、保育者の自

覚ー無自覚に関わらず家庭のモデ、ルとなり保育相談支援

につながると考えられた。

3.倫理的配慮

それぞれの研究に関する固有の倫理的配慮については、

別述、記載しているが、事例調査、観察調査とも個別事

例を扱うこととなるため、研究計画全体について、日本

子ども家庭総合研究所研究倫理規定第8条に基づいて日

本子ども家庭総合研究所研究倫理委員会の承認を得てい

ることを付記する。(柏女霊峰・橋本真紀)

E 研究結果

研究 1:施設保育士の保育相韻支掻技術の類型化に聞す

る研虫ーエピソード調査を通じて

1 .研究の目的と方法

(1)研究の目的

研究 lでは、昨年度に引き続き、保育所以外の児童福

祉施設に勤務する保育土(以下、施設保育士)が行う保

育相談支援技術における、視点や方法、支援内容、活用

するスキルについて検証し、類型化することを目的とし

て、研究を進めた。

(2)研究の方法

児童養護施設、乳児院、児童館など 6種別の児童福祉

施設に勤務する保育士のなかから、 1施設につき「経験 3

年未満」と「経験 10年以上j各 1名を対象とし、一定の

フォーマットに基づき、 l人の保育士当たり保育相龍支

援(保育指導)実践事例2事例の提出を求めた。主として

関東、関西から抽出した児童養護施設5施設(大舎・小舎

別を古む)(依頼保育士教 15人)、乳児院 3施設(大舎・小

舎別を含む)(8人)、児童館4施設(8人)、知的障害児施

設4施設(8人)、知的障害児通園施設 3施設(6人)、母子

生活支援施設4施設(8人)の 6種別の児童福祉施設計 23

施設(保育士数日人:各施設に新人、ベテランが半数ず

つ)に対し、保育相融支援のエピソード記聾2事例(許106

事例)の執筆を求めた。

(3)倫理的国慮

執筆にあたっての注意事項として、個人名などが特定

断が一致した箇所を「援助行為」として謀用し、文書セ

グメントを作成した。

その結果、計 278の文書セグメントを抽出し、さらに

分析を進め、以下の 14の保育相訪支援の技術に類型化す

ることができた(表 l参照)。

3. 若干の考察

分析の結果、施設保育士が行う保育相談支援の特徴と

して以下の 3点の特徴が明らかとなった。

第ーに、施設保育士が行う保育相龍支援は大きく「受

信型」と「発信型」の2つに分けることができたが、発

信型のうち「言語」による働きかけが占める割合が非常

に大きく、「発信型:言語Jのなかでも I代弁j にあたる

関わりが保育所と比して多いことが特徴的であった。加

えて、代弁の関わりの中では「子どもの気持ちの代弁」

と「保護者の気持ちの代弁jのバランスを特に意識.~~ 

慮している樟子がうかがえた。

さらに、「代弁」にあたる関わりは、 I依頼Jr提案」の

前提や根拠となっていた。例えば rAくんの緊張してい

る気持ちを代弁した」うえで「短い時間での面会をお顕

いしたJであったり、 rBくんが手をつないで欲しいと言

っていた」ことを缶えたうえで「次回の外出時に手をつ

ないであげてくださいと提案した」といった具合に、「代

弁Jと他の発信型の関わりとの聞には連続性が存在する

ケースが多いことが示唆された。

第二に、施設内外問わず「連携Jに関わる働きかけが

多いことが明らかとなった。施設外の連携の相手は、児

童福祉司、保憧師、作業療法士や理学療法士、言語聴覚

士、保憧センター、病院など多様であったが、相手先に

「現状調査」や「他槽聞への連絡」などを「依頼する」

という関わりが多いことが特徴的であった。

第三に、「受信型Jの関わりとしての「共感」や「承認」

が極めて意図的に行われていることと、それらを踏まえ

て、親の気持ちの整理や意向の尊重など「保謹者の感情

への応答」が行われていることが明らかとなった。具体

的にエピソードの中には「誰かに聴いて欲しいのだろう

と判断し話を聴いたJr落ち込んでいる気持ちをくみ取り

ながらJr母の頑張りを認めていることを言葉で伝えたJ

など、母の樺子を探く観察し、心情を読みとったうえで

反応を返そうとする保育士の姿勢が伝わってくる記述が

いくつも見られた。

されることのないよう記述していただけるよう依頼した。 4.次年度研究に向けて

2.結果

先述の方法で研究協力依頼を行った結果、 50枚の事例

シートを回収した(有効回答率 46.29則。収集した事例

について、保育士が行った保護者への働きかけや反応に

関する記述(保育相談支援を行ったと考えられる内容の

記述)について、文節ごとに抽出し、 2名の分析者の判
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本研究の最終年度となる来年度の研究課題として次の

2つの視点、から取り組みたい。

第一に、今年度の研究で明らかとなった施設保育士に

よる保育相談支援の各スキルの出現・活用頗度の違いに

ついて、援助場面、施設種別、ケース特性、保育士の勤

務年数などの視点から分析・検証を試みたい。そのうえ

で、施設保育土が行う保育相談支援のスキルとして全体
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に共通する普遍的なスキルと、ケース特性や施設特性な

どによって偏りが出る可能性のある特殊性又は専門性に

ついて配慮しなければいけないスキルとに分けて整理す

る必要性の是非について検討したい。さらには、新人保

育士とベテラン保育士、それぞれが行う保育相談支援の

特徴について分析し、保育士自身の成長過程やスキル習

得過程について考察するとともに、保育士間相互の役割

分担のあり方等についても検証してみたい。

第二に、表 1にまとめた各スキルについて、相互の闇

保性や連続性などの視点から全体を構造的に整理したい

と考えている。今年度は収集したエピソードから保育相

談支援と判断できるものを抽出、分類し表にまとめたが、

これらのスキルはそれぞれに組立して存在するものでは

なく、関連性や連続性をもって現場で展開されているも

のと考えられる。ゆえに、保育相談支援のスキルを構造

的に整理する必要性があると考える。

(伊藤嘉余子、三浦淳子、有村大士、永野咲、橋本真紀)

研究 2:保育所保育士の保育相韻支揖技術に聞する研究

ー動作的揖助に聞する観察調査を通じてー

その 1 お迎え場面における動作的揖助に関する研究

1.研究の目的

本研究の目的は、保育所保育士の保育相談支援技術にお

ける動作的援助技術を把握することにある。保育相談支

援の基盤となる「保育」は、身体接触を含む直接的援助

であること、保育所保育はその方法において環境を過し

て行うなどの特徴があり、保育相談支援技術を検討する

にあたっては動作的援助の把握が必要である。

昨年度は、予備観察調査を実施し、観察調査における

標的行動、観察の視点(カテゴリの横討)、観察調査の方

法、分析視点、を検討、整理した。本年度は、その結果を

踏まえて観察調査を実施し、データ分析を行った。

2. 研究の方法

(1 )調査対象

調査対象園は、関東、中部、関西の私立保育所、 3圃

である。調査対象者は、保育歴 2~3年の一人前レベル

の保育士並びに保育歴 10年以上の達人レベルの保育士

であり、一固につき一人前レベルと達人レベルの保育士

を1名ずつ、計6名の保育士を対象に観察調査を行った。

(2)調査方法

調査方法:本研究班2名 1組で、関東、中部、関西に

分かれ、それぞれ自然観察法における組織的観察を実施

した。 1名がピデオ晶画を行い、もう 1名が筆記による

記揮を行った。調査対象者には 1Cレコーダーを身につ

けてもらい、ピデオ韓画では十分に確認できない音声デ

ータを把握した。当日は観察時間 30分前に対象クラスに

入室、保育士、子どもを対象に観察調査への協力依頼と

説明を行った。時間配分、観察位置、手JI聞は、現場の状
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況に合わせて対応した。

調査期間・

第 1回 第2回 観察事例数

関東地区 9月 14日 9月 21日 9事例

中部地区 9月 8日 9月 9日 15事例

関西地区 9月 16日 9月 21日 16事例

調査時間:延長保育時聞のうち 1 時間 (17 時~18 時)。

(3)分析方法

1)分析対象事例

調査の結果、把握された事例の総数は、 40事例であっ

た。内、表情、行為等が明確に観察され、かっ観察対象

となった保護者の同意が得られた 33事例を分析対象と

した。

2)調査対象者の動作の抽出

保育士が共有する動作的援助の特性を把握するため、

ピデオ録画と 1Cレコーダーによる映像及び音声データ

を解析し、保育士の動作を表情、視錦、顔の向き、移動、

接近、距離、位置、体位、聾勢、身体接触、身振り、行

為、うなずき、声の調子、速度、聞の視点から抽出した。

この動作的援助に関する項目は、昨年度の予備的調査に

よって把握されたカテゴリであり、それらの下位カテゴ

りにあたるより詳細な分類カテゴリごとに保育士の動作

的援助を抽出した。また、調査対象者の動作による保護

者と子どもの反応を把握するため、保護者と子どもの聾

についても映像及び音声データより把握し、記鋸した。

3)エピソード記揖の作成と分析

分類カテゴリに沿って抽出された保育土の動作を踏ま

え、エピソード記輯を作成した。行為者、行動、発言、

状況(備考)を記入し、保育士の保育相談支援に関する

動作的援助について解説を付加した。作成したエピソー

ド記録は、事例の場面、観察された保育士の特徴的な動

作、保護者と保育士の関係性に着目し記述分析を行った。

つまり、本調査の結果には、保育士が意識しない保謹者

支援の行為を含む。

4)事例の概要

分析対象となった事例の最短事伊lは31秒、最長事例は

7分 55秒であったo 観察場所は、保育室が 16事師、廊

下が 17事倒、園庭が 13事倒であった(重槙あり)。子ど

もがそばにいる事例は 30事例。対象は母親が 30事倒、

祖母1事例、父親1事例、姉 l事例である。経験年教の

少ない保育士の事例が 16事例、経験年教の多い保育士の

事例が 17事例であった。

(4)倫理的配慮

観察調査にあたっては、事前に調査対象園の施設長宛

に調査の主旨と目的、倫理的回慮、調査手JI国を記載した
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依頼文を送付した。依頼文発迭の数日後に、電話により

再度、調査の目的、手順及び以下の倫理的配慮の詳細な

説明を行い、ビデオカメラによる撮影及び 1Cレコーダ

ーによる轟音への協力と、報告書並びに研究における事

例の分析結果の公表の了解を得た。倫理的配慮としては、

得られたデータは個人情報の融密な管理を行い研究以外

の目的には用いないこと、本調査の目的は保育相談支援

技術の抽出にあり、保育士個人の資質や龍力等に言及す

るものではないこと、園名や個人が特定されることがな

いよう適切な処理を行うこと、結果は報告書を作成し送

付することの4点を伝えた。

3.結果と考察

(1)保育所における保育相韻支援の形腫

本観察事例で把握された保育所における送迎時の保育

相談場面は、以下の二つの形態に大別された。保育の延

長上における保育相談支援 (13事例)と保護者支援を意

識し行われる保育相談支撞 (20事例)の場面である。

1)保育の延長上における保育相韻支揖

保育の延長上における保育相訣支援とは、通常の保育

場面に保謹者が送迎等のため加わり、結果として保護者

支握が生じる、保育と保育相龍支援が未分化な形睡であ

る。保育士も主として保育に意識があり、保護者に向け

て話す内容も当日の保育の報告に終始する頓向が認めら

れた。この形態では、保育士と子どもの関係が近く、子

どもと保護者の会話を保育土が仲介する状況も多く観察

され、その中で保育士の子どもに向けた表情や韻きを模

倣する保謹者の聾も捉えられている(行動見本の提示)。

さらにこの形態の保育相談支援においては、保育士は

徐々に子どもと距離をとり、親子が帰宅準備をする中で

保育所の活動から家庭へと意識を転換することを支持す

る様子がうかがえた。

2)保謹者支揖を意識した保育相盟主揖

一方で、保護者支握を意識した保育相談支握において

は、子どもと保護者の意識や距離がすでに保育士と子ど

もとの間より近く、前者の形態と比較して保育士が直接

子どもに戸をかける状況や子どもに視親を投げかける顔

度は少ない。本形龍においては、保護者と至近距離で会

話する保育士の聾が捉えられ、保育士は保護者との会話

に意識を集中していた。会話の内容は、当日の保育に関

連する内容に加えて、家庭での子どもの姿や子どもに関

連する家庭の状況も含まれた。保育士の意識が保護者支

援にあるため、必然的に受容や傾聴等、主として大人を

対象として開発されたカウンセリングやソーシヤルワー

ク等の技術を援用していると目される場面も観察された。

保謹者と保育士が同調する場面も多く、後述する保護者

と保育土の同期場面は本形瞳に多く認められた。なお、

保育の延長上の事例は、保育室や園庭で捉えられること

が多いが、保護者支援を意識した保育相談支援の事例が

観察される場所は多様であった。
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いずれの形瞳が多く認められるかは、経験年数よりも

観察対象保育所により異なっており、保育相談支援を保

育の延長上で実施するか、保護者支援を意識して行うか

は、各保育所の送迎場面の位置づけ、対象となる親子の

状躍が野署すると考えられた。また、保護者支援を意識

して行っている事例では、保育を也の保育士に委ねるこ

とが可能である等、保謹者との会話に集中できる環境が

保障されている状況も観察された。

(2)保育所の保育相談支揖における動作的揖助の特徴

本観察調査における保謹者と保育士の位置、距離は表

4、特徴的な身振り、視線等は表2に整理した。

1)怯置取り

保育相談支援における保護者と保育士の立ち位置は、

子どもの存在に影響される債向が認められた。子どもが

そばにいる事例では、保謹者と子ども、保育士の位置は

三角形を形成する煩向にあった。保謹者と保育士のみの

事例においても、「ハ」の字の位置、もしくは横位をとり

対面する事倒は3事例に止まった。事例9では、「ハJの

字で保護者と会話していた保育士が、他の保護者が接近

した際に「ハ」の字の角度をより聞く様子が認められた。

保育室や園庭、廊下で行われる保育相談支援では、保育

士は常に他の保護者や子どもの存在を意識せざるを得な

い。「ハ」の字型に角度をつけ視錦の逃げ場を確保するこ

とは面接技法のひとつであるりが、他保護者や子どもへ

の阻感から、開放性を担保しつつ保護者と対話する頓向

は、保育所における保育相談支援の特性と考えられた。

2)距離

保謹者と保育士の距離は、 33事例中 31事例で目浪Ij

100cm以内にあり、保護者の身体に手が振られる範囲

(70c回以内)で対話する事例も 21事例認められた。

また、保謹者と保育土聞にテープル等の物が介在する

事例は少ない。保護者が廊下から保育室を除く事例は認

められるが、その際も保謹者と保育士の距離は近く

lOOcm以内であった。子どもが介在する事例においても、

保謹者と保育士の距離の傾向に相違はない。援助対象者

のパーソナノレスペースに入りやすいケアワーカーの特性

を反映しているとも考えられた。

3)視綿

保育の延長上にある保育相談支援では、全ての事例で

保育士は保護者よりも子どもに担醜を送る場面が多く観

察された。保育士は、送迎のため保育室に入室した保謹

者に一度視親を送り挨拶を行った後、降園準備を促す等

のため子どもに視親を向け、その後保護者と子どもとの

聞を視綿が行きかう。保護者との会話も保育や子どもに

関連しているため、子どもに視錦を向け閉し、かける等が

多く観察された。さらにその聞に、保育室内の他の子ど

も等に視線を送る様子も捉えられ、昨年度予備観察で考

察した保育と並行して実施される保育相談支援の特性が

追認された。
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一方で保護者支援を意識した保育相談支援の事例にお

いては、保護者と対応している聞に他の子ども等に視親

を投げかける頼度は、上記と比して少なかった。また事

例によって子どもに視親を投げかける損度が異なってい

た。子どもが介在し、保育に関連する話題の際には、子

どもに視韓を向ける損度が多く認められた。子どもが介

在しない、介在しても内容が保育に関連しないと推察さ

れるような話題においては、保育士の視親は保護者に集

中する。笹者の事例では、保育士が保護者の話の受容や

碩聴を意識しているため視輯が保謹者に集中すると予想

された。

(3)保育相韻支揖における保護者と保育土の関係性

1)同期する保護者と保育士

本観察調査においては、同期する保謹者と保育士の樟

子が捉えられた。特に保護者支援を意識した保育相談支

援の事例においては、保育士による保護者の表情、姿勢

への同調のみならず、保護者による保育士の表情、姿勢

への同調場面が観察された(表Z参照)。

カウンセりングにおいて、クライエントの姿勢や表情

にカウンセラーが合わせることは面接技法として用いら

れる。保育相談支援においては、保謹者と保育士が同時

に笑う、保謹者が保育土の笑顔につられて笑う、保育士

の身振りと同じテンポで保護者が領く等、保護者が保育

士に同調する場面も認められた。保護者の反応にさらに

保育士が同調する場面もあり、保育所における保育相談

支援の多くは、保護者と保育士の協働により成り立って

いると考えられた。保育の延長上の保育相談事例(事例

33)で把握された「行動見本の提示」は、保育士の意識

的行為ではなく、保謹者と保育士の同期の一様式である

と考えられた。

事例 33

子ども:保謹者に「あったあっちに行ったJ
保育士:置しい笑顔で子どもに視醜を向け

ゆったりとうなずく。

保護者:子どもをみてゆったりとうなずく。

2)保謹者と子どもの間保性を考慮した保育士の反応

保育相談支援場面における子どもの言動への保育士の

反応には、 2つの類型が確認された。一つは、保育にお

ける保育士と子どもの関係を活用しつつ、保護者と子ど

もの関係を調整し、降屈に向けて徐々に保育土と子ども

の距離をとる類型である。今一つは、保護者と子どもの

関係がすでに保育士と子どもとの関係より接近している

場合は、子どもへの保護者の反応より保育士が控えて反

応するという類型である。保育の延長上における保育相

談支援においては、前述のとおり保育士と子どもとの閤

保が近く、子どもと保護者の会話を保育士が仲介する場

面も多く把握されている。
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一方で佳者の場合は、子どもの言動への保護者の反応

に遅れて反応する(事例 10)、もしくは親子から距離を

とる保育士の動作が確認された(事倒的。いずれにして

も親子の関保調整を意識しながら、親子関係を調整する

素材として自身を活用する保育土の対応が把握された。

4. 保育所における保育相韻支援の特質

(1 )保育所における保育相韻支揖の形態

本研究では、保護者支援を意識した保育相談支援に加

えて、保育の延長上における保育相讃支援という形態が

把握された。

保育の延長上における保育相談支援は、これまで保護

者支援と意識されてこなかった。しかし、今回の観察調

査により、非常に日常的な些細な場面であるが、保謹者

が保育士の領き等を模倣する場面が担えられている。こ

のような日常的な些細な模倣を操り返す中で、保護者が

子どもの状態に応じた対応を身につけることも予想され、

まさに保育を基盤とした保育相官炎支援の固有な形睡であ

ると考えられた。今桂保育士には、保育の延長上にある

保護者との関わりも保育相談支援と捉えていくことが求

められよう。

ただし、模倣が生じた際の保育士の行為は、保育士が

保護者支援を意識せず保育行為として行っており、保護

者も同棋に捉えていると推察された。保育士が保護者に

伝えようという意識がないことが、保護者の自;黙な模倣

を喚起したとも考えられる。保育の延長上にある保護者

との関わりが保育相談支援として担えられる中で、逆に

指導的な姿勢が表出することも危慎される。学習理論で

l士、模倣の生起には、モデルと学習者の類似性が影響す

るといわれている 210本事例で観察された保育士の額き

を保護者が模倣するという現象の背景には、保護者が保

育士もある部分で「同じである」とし寸感覚をもつにい

たる保育士の躍度があり、保育士と保護者が同期する中

で生じたと推察される。保育の延長上にある保護者との

関わりも保育相詰支援と捉えていく際にも、保謹者を「連

携」する対象と捉える引など基本姿勢を踏まえたうえで

行うことが基本となる。

(2)保育相韻支揮における保謹者と保育士の関係

先行研究において、保育所の保育相談支援の事例分析

を進める中で、保育士が保護者の行為に「共感」ではな

く、「同感」している事実が把握された。柏女らは、それ

を「同感」と命名し一つの技怖として承認した的。

本研究による動作的援助における身体的距離の近さ、

位置取り、同期する保謹者と保育士の状瞳からも、保育

所の保育相談支援における保謹者と保育士の関係性は、

他対人援助職とクライエントとの関係より近接であると

考えられる。その関係は、他の対人援助職と対象者との

関係と、当事者によるピアサポートの関係の聞に位置す

ると予掴された。前者、後者いずれにより近いのかとい
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うことは、本研究の限界により把握されていないが、先

行研究による「同感」技術の把握、本研究における動作

的援助技術の検討の結果を踏まえれば、保育相龍支援は、

カウンセラ一等とクライエントとの関係よりも近接な保

護者と保育士の関係の中で行われ、その関係性が「行動

見本の提示」等の効果により影響しやすいとも考えられ

た。

~ラ~ラ⑮垣う
距離:遠 距離:近

(3)保育と関連し展開される保育相額支援

昨年度の本研究では、施設、保育所いずれにおいても

保育相談支援は、子どもの存在を前提とすると考察した。

今年度の保育所涯の観察調査では、保育所の保育相談

支握と保育が保育士の意識においても未分化な状瞳にあ

る事実が把握されている。保育所における保育相談支援

は、保育士が保護者支援を意識していない保育場面にお

いても生じ、保育と保育相談支援が時空間を共有しつつ

展開されていた。

また、本観察調査の事例の 33事例中 30事例で子ども

が近くに存在しており、保育士が保育場面で生じた子ど

もの状躍を保謹者に報管しつつ、子Eもと保護者を仲介

する場面が多く観察された。保育所における保育相談事

例の内容については、保育場面における子どもの状瞳や

心情の「伝達」、 f解説」が行われていることが報告され

ている(柏女他 2009)。これらの調査結果を勘案すれば、

保育相談支援と保育が内容的にも関連、もしくは連動し

ながら展開されていると考えられる。

本研究班では、昨年度の研究結果から、子どもの存在

により援助の必要性が発生し、援助の結果が子どもに帰

結すると考察した。本年度の結果を踏まえれば、子ども

の存在を契機としつつ、保育と連動、関連しながら展開

されることも保育所の保育相談支援の特置であると考察

された。

以上、本観察調査から把握された保育所保育士による

保育相談支援の特質について考察した。次年度は、本事

例を対象として事象見本法によるより詳細な分析を行う。

なお、本研究における保育相談支援の技術の把握は、単

純な要素還元主義ではなく、保育士が保育相談支援を構

成する要素の一部を理解することにより全体の理解を深

める、もしくは保育相談支援の意識的展開を支持するた

めの作業であることに留意し研究を進めたい。

(橋本真紀、西村真実、水枝谷奈央、山川美恵子、

高山静子、天野珠路、永野咲)
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その 2 保護者支援における環境構成技街の活用に聞す

る研究

(1)研究の背景と目的

本研究の目的は、保育所保育士の保育相談支援技術に

おける動作的援助技術のうち、環境構成を行う技術を把

握することにある。

保育所の保育は環境を過して養護・教育を一体的に行

うことに特徴がある。「保育所保育指針」では、保護者の

支援にあたっては保育に関する知識や技荷などの保育士

の専門性や、保育所の特性を生かすように示している。

保護者支援における環境構成技術の活用の実瞳はこれま

で明らかではなく、保育士が行う保護者支援を目的とし

た環境構成を把握する必要性は高い。

(2)研究の方法と倫理的毘慮

観察調査を行う保育所で、事前に依頼書において環境

構成の写真撮影を依頼した。観察調査の開始前に、「保護

者を支援するために意図的に行っている環境構成」につ

いて写真撮影を依頼し、保育者が指し示した環境の揖露

を行ったo 時間国分lま保育所の状況に合わせた。その際

の保育者の説明内容をデータとし、環境構成の内容と、

保育者の意図を質的帰納的方法にて抽出を行い結果を考

察する。また各調査班l士、保育者が説明を行わなかった

が保護者の支援であると判断される写真を撮影しその内

容について説明を記述した。収集したデータの内、保護

者を対象とした環境構成のみを分析の対象とする。

本調査は観察調査と同様の倫理的記慮を行った。加え

て写真の撮影は個人情報に配慮し保育所の利用者が入ら

ないように行い写真の報告書使用の了解を得た。

(3)結果

1)各国で収集された保護者を対象とした理境構成行動

園名と概要 保育者が示した 調査者によ 合計

{調査日順) 環境構成数 る把握数

A園私立 60名 10 3 13 

M園私立 200名 9 1 10 

K園私立 140名 7 。 7 

2)各国で得られた具体的な環境構成の情

A固「子どもたちも喜びますけど、お母さんたちがと

ても喜ぶ。花はきれいに映いたのから、だんだんに置い

ておく。入ってこられたときに、気持よく入ってこられ

て、なんか気持をここで切り替えて、お仕事モードから

入ってきたり、ここでいってらっしゃいとか。」



日本子ども家庭総合研究所紀要 第 47集

K園 I子どもが靴を履く間保護者が腰をかけて持って

いたり、保護者同士で話をするときにつかってもらえれ

ばと思って置いてます。保育士が座布団もあった方が暖

かくていいよねと作ってくれました。J

3)環境構成行動の内容

保育者が保護者支援を意図して行う環境構成は7つの

内容があったo ①保護者のための空間を作る、@保護者

のために装飾する、@保育内容を掲示する、@その他の

情報を掲示する、@保育内容の持ち帰りを促す、@保謹

者の行動をスムーズにする環境を構成する、⑦家庭環境

のモデ‘ルとなる空間を構成するである。①~@fま保育者

により報告され、⑦は2園で観察者が環境から把握した。

①には玄関への長いすの設置や事務室の開放、@には玄

関や入口に季節の飾りや生花を置くこと、@には食事の

サンプルの掲示や、保育内容を写真の掲示等がある。@

には保健情報や子育て支援情報の掲示、誕生日の子ども

の掲示等がある。⑤には絵本や家庭でできるゲームの貸

し出し、手作りおもちゃの作り方、うたの楽譜等を準情

し自由に持ち帰ることができるなどがあった。@には保

謹者が迎時にすぐに帰宅できるように荷物を準惜する、

⑦にはトイレの工夫や保育室の環境構成が家庭の参考と

なることがあった。

4)保育者の保護者支揖の意図

保育者の説明内容を「保育者の意図Jにより考察した結

果、 6つの意図が抽出された。①関係形成(子どもと保

70 

護者)の支援、@関係形成(保謹者同士、斜めの関係他)

の支援、@気持ちの安定、@保育内容の理解、@視野の

拡大、@知識の獲得である。

①には、季節の物や生花を飾ることにより Iお母さん

たちが子どもと一緒にきれいだねIと共感しあうことや、

絵本やゲームを貸出しでは家庭内での親子の田部形成を

促すことが意図に含まれた。@には環境構成の背景にわ

が子以外の子どもへの声かけや他の保護者との究流を促

すことが意図されていた。@には保護者が気持よく園へ

来て気持を切り替えることができるように、入口の花で

迎えることや、食事のサンプルにも花や人形を添えるこ

とであたたかい気持になるように意図していたロ@には

掲示では理解しやすいように写真を使うという意図が語

られた。窃には他クラスへの関心を持って欲しい他の意

図があった。 @tこは保健等知識の獲得の意図があったo

(4)考察

本研究は3園を対象とし観察研究前の限られた時間で

保謹者支援の環境構成を把握するいわば予備的な研究で

あるが、保育者は、子どもの保育に用いる環境構成技術

を保護者支援にも用いており、環境を通して保護者を支

援していることが明らかとなった。保育者が子どもの保

育のために行う意図的な環境構成は、保育者の自覚・無

自覚に閲わらず家庭のモデ喝ルとなり保育相談支援につな

がると考えられた。

介護の分野で司は認知症ケアユニットの環境評価ツール

として、 PEAP (Professional Environment Assessment 

Protocol)が開発され日本で改訂が行われ活用が始まっ

ている 5)0 PEAPでは「見当識への支援Jr機能的な能力

への支撞Jr環境における刺撤の質と調整Jr安全と安心

への支援Jr生活の継続性への支援Jr自己選択への支援J

Iプライパシーの確保Jrふれあいの促進Jとし、う 8つの

次元と環境要素が明らかとなっているが、保育ではまだ

このような構造化が行われていない状況にある。

(5)次年度研買に向けて

本研究では、観察と保育者の語りの分析に基いて環境

構成の内容と意図を分析した。保育相談支援の環境構成

技術については、エピソード記述の分析に基く環境構成

の技術として発信型の 8つの技術が抽出されている 610

次年度はこれらの環境構成技術を整理し、保育相談技術

における環境構成技術の位置づけについて検討を行う。

(高山静子、橋本真紀、西村真実、水柱谷奈央、

山川美恵子、天野味路、永野咲)

町.考察

一保育所保育士と施設保育土の保育相談

支擢技術の比較を中心にー

1 .施設保育士の保育相韻支援の特質と保育相韻支援技術



柏女他;児童福祉施設における保育土の保育相談支援技術の体系化に関する研究 (2) 

施設保育士が行う保育相談支援の特質として、以下の

3点が挙げられる。

まず、親子の代弁機能を果たす機会が多いことが挙げ

られる。そのため、それぞれの思いを相手にわかりやす

く説明できるコミュニケーション能力が必要であるとと

もに、親子の意向が対立したときの関係調整(コーディ

ネート)能力、すぐれたパランス感覚も重要になってく

ることが示唆された。

また、親子関係調整を目的とするかかわりのなかで、

保護者の思いを整理するのを助けるとともに、保謹者の

言い分をしっかりと受けとめ、共感する関わりの頗度の

高さについても明らかになっており、パイステックがし、

うところの「意図的な感情表現の原則」や「統制された

情緒関与の原則」を強く意識した支援が展開されている

といえるのではないか。

第三に、他機関連携にあたる関わりが非常に多かった

点が挙げられる。そのため、保育士が把握している情報

について、わかりやすくかっ正確に他職種に伝えるため

のツールをもっ必要性が示唆された。そのためには、口

頭で情報を正しく伝えるためのコミュニケーション龍力

のスキノレアップや日頃からの関係機関との関係づくりに

加えて、記輯のとりかたや保存のしかた等についてもシ

ステマチックに考えていく必要があるだろう。

(伊藤嘉余子)

2.保育相韻支撞における保育所保育士と施設保育士の

共通点と相違点

(1)保育所保育士と施設保育士を対象とした事例調査か

ら抽出された保育相韻支揮技術の比較

本研究で行った施設保育士の保育相談支援技術の類型

化の結果と、柏女ら (20097りによる保育所保育土の保

育相談支援技術の類型を比較したものが表3である。調

査事例数(施設保育土 50事例、保育所保育士 148事例)

に差があり、かっ定性的な研究であることから厳密な対

比は困難であることを踏まえつつ、施設保育士と保育所

保育士の保育相談支援の異聞を把握するため比較検討を

行う。比較には、各々の保育相談支援技師類型の中位項

目を用い、施設保育士の大項目の類型(受信型、発信型)

に沿って保育所保育士の類型を再整理した。また中位項

目の表札が異なるものは、下位項目の類倒性により施設

保育士の類型に準じて保育所保育土の中位項目を再分類

した。

結果、施設保育士、保育所保育士に共通する保育相談

支援技情として 14類型を確認することができた。 14の

技術の中で、受信型に分類された技術は6類型あり、発

信型に分類された技術は8類型であった。発信型に含ま

れた技術としては、「提案J、I代弁J、「解説」、「伝達」等

伝える技術、親子の「関係調整」の技術、環境を構成す

る技術、体験を揖供する技術、施設内外の「連携」に関

する技荷が捉えられた。保育所保育士と施設保育士の保
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育相談支援控術の多くが共通していたことから、所属施

設の機能に関わらず、ケアワーカーである保育士として

保育相談支援の技術を共有していると考えられた。共通

する特徴としては、対象者の状瞳や心情の把握、理解に

関する技術、状態や心情、方法等を「伝えるJ技摘を豊

富に有していること、また環境の構成や設定を技捕とし

て活用していることがあげられる。関係調整や連携に関

連する技術は、共通して認められるものの使用調度に差

異が認められた。

保育所保育士のみに認められた項目は、「観察J(保育

土による)、「観察の提供J(保謹者への)、「行動見本の提

供J、「保護者への直接的握助J(荷物を持つ等)、「対応の

提示Jの5項目であったJ対応の提示」を除く 4項目は、

いずれも保育士が、直接もしくは近距離で一定時間保護

者と関わることが必要と考えられる項目であるロ施設保

育土も用いる可能性がある支援形睡ではあるが、日常的

に保謹者に接触する保育所においてより生じやすい支援

形睡であり、「日常性」という特性を有する保育所(橋本

20108 >)における保育相談支援の特徴と担えられた。ま

た、「対応の提示」は、保育所側の親子への対応を言語的

に示す支援形睡であり、子どもを共に養育する者同士の

協働関係が基盤にある保育所における保育相談支聾の特

性とも考えられた。

一方で、施設保育士にのみ認められる中位項目はなか

った。しかし、「代弁」の技術の活用が保育所に比して多

く、代弁の際、親子関係に慎重に配慮する保育士の揮子

が把握された。日常的に親子が接触しない施設もあり、

保護者が子どもの状瞳を把握する力が弱い、もしくはそ

の機会が少ないことも多い。そのような中で、施設保育

士の「代弁Jは、保育所保育士の「代弁」より親子関係

の構築、調整においてより重要性が高く、かつ強く影響

することが推察され、施設保育士がその点を非常に留意

していることも予題された。さらに、「連携Jに関わる働

きかけが多いことも施設保育土の特徴であった。

(2)平成22年度研究結果を踏まえた施設保育士、保育所

保育士による保育相韻支援の異同

平成 21年度は、保育所保育土を対象とした保育相説支

援の事例調査、施設における保護者支援の文献調査の結

果から、両者の共通点と相違点を整理した。ここでは、

昨年度の研究結果に加え、保育所保育士の保育相談支援

の観察調査、および施設保育士を対象とした事例調査の

結果を踏まえ、保育所保育士と施設保育士の保育相談支

援共通点と相違点について総合的に考察を行う。

1)保育所保育士と施設保育士の保育相韻支援の共通点

先述の事例調査から抽出された保育相談支援技術の比

較、保育所保育土による保育相談支援の観察調査の結果

を総合的に考察すれば、保育所保育士と施設保育士の保

育相談支援の共通点として、以下の2点があげられる。

第一に、保護者の意向の傾聴や共感に留意していること、
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第二に、保護者から子、子から保護者への代弁機能を呆

たすことによって両者の関係調整を図ろうとしているこ

とである。

保育相談支握では、保育所保育士と施設保育士に共通

して「承認」、「共感」、「傾聴」の技術が認められ、保謹

者の意向の憤聴や共感に留意していることが把握された。

保育所保育士の観察調査では、保育士が保護者の表情、

姿勢に同調する場面が多く捉えられ、保護者もまた保育

士の表情、姿勢に同調するなど、動作的にも「共感」や

「恒聴」の姿勢が認められた。施設保育士を対象とした

事例調査からは、保護者の様子を深く観察し、心情を読

み取った上で反応を返そうとする保育士の聾勢が伝わる

記述が多く確認された。

代弁機能は、その用途や意図、意識には差異があるも

のの、保育所保育士と施設保育士に共通して認められ、

いずれも子どもの気持ちゃ状瞳を代弁することで、保護

者が子どもの心情や状瞳を理解し関わるきっかけを提供

していた。例えば、保育所保育士は、送迎時に当日の子

どもの体験を代弁し子どもと保護者の会話を仲介してい

た。施設保育士は、保護者に「依頼」や「提案」をする

根拠や前提として子どもの心情や状態の代弁を行ってい

た。保育土が代弁機能を共有する背景には、平成 21年度

の本研究で考察したように、保育士による保育相談支援

の第一義的な目的が子どもの育ちの支援にあることが考

えられる。保育相談支握は、保護者と保育士間で生じて

いたとしても、その行為の目的には子どもが存在する。

つまり保育相談支援では、常に子ども、保謹者、保育土

の三者関係が前提となることから、保育士による保謹者

と子ども聞の代弁は、重要な機能として共有されている

と考察された。

2)保育所保育土と施設保育士の保育相韻支揖の相違点

本研究における保育所保育士と施設保育士による保育

相談支援の相違点としては、保育と保育相談支援の関連、

さ、位置取り、同期する保護者と保育士の状態、「同感」

技術の把握から、保護者と保育士の関係性は他の対人援

助とクライエントの関係より近接であり、保護者と保育

士の協働を基盤としていると考えられた。施設保育土に

よる保育相談支援は、保育所保育士に比して「代弁」機

能をよく使用しており、その際、親子関係における自身

のポジションの中立性が意識されていた。施設では、他

者の調整機能を強く必要とする子どもと保謹者の関係が

ある。施設保育士は、保育所保育士より長く強く子ども

の養育に関わる反面、関係性が複雑かつ不調で、ある親子

関係の調整投も担う。親子関保の成立や回榎を目的とし

て親子に闇わる施設保育士にl士、自身の存在をより意識

的に括用し、その調整に携わることが求められることか

ら、双方への代弁機能のパランスやポジションの中立性

を意識せざるを得ないと推察された。さらに、施設保育

士は、利用できる制度・サービスの説明や子どもへの関

わり等「保護者に提案」せざるを得ない状況も多い。保

護者の受け止め方によっては、「指導」と捉えられる可能

性も高く、逆に依存心が強い保護者も保育所と比較して

多いことからパターナリズムに陥りやすいため、伝え方

や伝える手順等を慎重に検討し行う必要があると予想さ

れた。

@ケアワークとソーシャルワーク機能の割合

施設保育士による保育相談支援技術の特性として、施

設内外における「連携」の多さがあげられる。施設では、

施設内に多揮な専門職が配置されていること、家族が抱

える問題の複雑さ、探刻さから施設外の機関や専門職と

の連携も多くの事例で必要となる。施設保育士の保育相

談支援は、親子間保、親子と他の槽聞との関保、所属機

関内、外の関係調整等、関係調整に関わる技術の活用、

もしくは関係調整を強く意識して技術を用いることが特

徴であると考えられ、保謹者に近距離から直接的かつ損

繁に接する保育所保育土と比して、ソーシヤ/レワーカー

保護者と保育士の聞悟性、ケアワークとソーシャルワー の働きに近いと考えられた。

ク機能の割合が挙げられる。(橋本真紀、伊藤嘉余子)

①保育と保育相韻支揖の関連性

本研究の結果、保育所保育士による保育相談支援には、 3.次年度研究に向けて

「保育の延長上における保育相談支援」という形態が把

撞され、保育と保育相談支援が強く関連しながら実施さ

れることが明らかとなった。一方で施設保育士による保

育相談支援では、家族の面会や里親と子どもの対面場面

等、通常の保育場面とは異なる場面で実施される形簡が

多く報告されていた。施設保育士による保育相談支援も、

保育と全く異なる次元で実施されることはない。しかし、

保育所保育士による保育と保育相談支援は、時空間を共

有しつつ展開される事例も多く、施設保育土による保育

と保育相談支援より、その関連性が強い個向が認められ

た。

@保護者と保育士の聞係性

保育所保育土による保育相談支援は、身体的距離の近
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本研究においては、子ども家庭福祉分野におけるケア

ワーカーとしての保育士が行う保護者支援である保育相

談支撞について、その体系化を図り、子ども家庭福祉分

野の重要な援助技術として位置づけることを目的として

いる。最終年次は、第1年次に行った文献研究とインタ

ビュー調査・予備的観察調査、並びに第 2年次に行った

下記の2調査研究をもとに保育相談支援の技術について

詳細な分析を行い、保育所保育士、施設保育士を包含す

る保育士の保育相談支援の技術について構造化、体系化

を進める。そのうえで、保育相談支援技術の子ども家庭

福祉分野の援助技術における位置づけについて、ケアワ

ークおよびソーシャルワーク、カウンセリング等との関

連において整理、考察する。
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具体的には、今年度に実施した2研究、すなわち、保

育所における保育相談支援技怖の把握に聞る観察調査と、

施設保育土の保育相読支援技術に関する事例調査の分析

を詳細に進め、両者を整理・考察することが中心となる。

まず、観察調結果査については、ビデオの観察記揖をも

とに保育相談支援場面の観察事例エピソードを一定のフ

ォーマットに基づいて作成した事例記述シートに整理し

て分析し、主として保育所保育士の保育相談支援におけ

る動作的援助の詳細化を図る。このプロセスでは、あわ

せて保育相談支壁の研修用ビデオ、漬習教材の開発の可

能性も探ることとする。その結果に基づき、主{壬研究者

らの先行研究(!l'保育指導技術の体系化に聞する研究』こ

ども未来財団， 2009)において抽出した 26の保育相談支

援技術の主として動作的援助部分の修正作業を進める。

また、保護者支援における環境構成技術の活用に関す

る研究においては、本研究結果に基づき、保育相誤支援

における環境構成技術の位置付けについて検討を進める。

さらに、措置保育士の保育相談支援に聞しては、エヒ。ソ

ード記述のさらに詳細な分析を進め、保育相談支援の施

設種別、援助場面根勤務年数によるスキルの相違等につ

いて明らかにすることとしている。
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また、今回抽出した施設保育土の保育相談支援技術の

相互関係性や連続性などその構造についても整理するこ

ととしてし、る。

続いて、保育所保育土の保育相談支援技術と、第2研

究による施設保育士のそれとを統合し、保育士の専門性

を生かした保謹者支援である I保育相融支援技術Jの類

型化と体系化をめざす。技術の体系化は、経験年数の相

違による使用技術の頻度を比較することによって、比較

的初期に獲得できる技術とベテラン域に達して初めて可

能となる技術などが判別でき、その結果、技荷習得シス

テムの体系化ができると考えられる。なお、その際、必

要に応じ、保育相説支援に関するエキスパート・インタ

ビューを実施することも考慮する。

最後に、こうして作成された保育相談技術の体系を、

ソーシャルワークの技荷体系(岩間伸之， 2008)やカウン

セリングの技術体系(平木典子， 2004ほか)、いくつかの

ベアレンティング・プログラムと比較し、保育相諜支援

の個々の技術と他の技術体系との普遍性と固有性を検討

することにより、保育相談支援の子ども家庭福祉分野に

おける援助技術としての位置付けを確認することをめざ

す 。 ( 柏 女 霊 峰)
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表 1 施設慢育士による保育相韻支握の桂術

情報収集

状現把握

承認

語百 感情のくみとり

J再<. 

感情への応筈
意向の確認

信型 母の気持ちの整理

母の意向の尊重

語非昌

傾聴

共感
共感

共に喜ぷ

かかわり方の提案
保謹者への握案 サービス利用の提案

依頼

語昌
代弁

親の気持ちの代弁

子どもの気持ちの代弁

解説

解説 子どもの状況の説明

制度の説明

伝達 保育士の心情を伝える

子どもへの働きかけ

発信 親子間保調聾

型 関係調整
家族間保調整

媒介

語非自

職員と親との間保づくり

声かけ

タイミングを計る・距離を置〈

環境構成
雰囲気作り

機会の設定・日程・時間の設定

物理的理境づくり

体験の提供 一緒1::.行う

携連 連携
施設外

施設内
'--ーーー 一

表2

表3 施設保育士と保育所保育士の埠育相韻支揖控術

の比較

畳
信
型

発
信
型
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※薄いグレーは、下位項目lま顛倒しているが、表札の
文言が異なっているもの。

※文字背景の辰転項目l立、表札、下位項目共に類似

の項目が認められなかったもの。

場 面 倒 事例 ID 

位置 取
姿勢は立位で、視線と蘭は母親の方を向いているが、正面から向き合うのではな〈、ハの字の位置こ

事例 11 
並ぶ。

距 離
手を伸ばして保謹者の体に触れないぎりぎりの位置で掘り、体を前のめり気味にしてお臨を抱えるよ

事例 2
うl二、生いながらE吉す。
〈保育の延長綿上にあるもの〉

保育士:振り返って実蹟で保謹者と視線を合わせる。姿携を麗し‘子どもを見る。保護者に蹟を向け、
事例 27

視線を合わせて話しかける。
視 棟 保謹者:保育士と目を合わせる。

〈保聾者支揺を意識したもの〉

保育士:園庭的方に体を向けながら、顔、視親は保護者に向け応じ、保聾者の話に顔査振るように舗 事例 13 

忠一度漂〈額〈固

保護者と保育士の 保謹者:子どもに蘭査向けながらしゃがむ
事例 3

同 期 保育士:保聾者の動きに合わせるようなタイミングでしゃがむ

親子の間保を 保護者:子どもの頭をなで、子ども1::.話しかける「さよなら、って」
事 例 4

考 慮した反応 保育土:立ち上カ旬、1艶かがめて一歩奥に入札子どもの方を見ているロ
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表4

21仲 .21 0:16 1 母親 トイレ前 7仇相 畳位 三角形 正面にいる 2歳

3川，f-31 7却| 母親 保育室 民lcm 立位 三角形 横にいる 2車

41仲4 1 1:17 I 母韓 保育室 700m 産位 三角形 横にいる 2歳

51持母 12:1宙| 母親 保育室 7以m 韓立ち 対面 正面にいる 2揖

61 持母 |却31 茸醜 保育室 1αlcm 立位 対面 抱かれている

71 N-7 1回 11 祖母 偉育室 7恥m 立位 三角形 正面 I 2揖 『謹い

3轟

281昨-41 4珊| 母親!こLm 1 1α加n 立怯 三角形 そばにいる 4揖
小学

生

担 1M-5 14剖| 母 親 | 工J.m I~恥附4 庫位 三角形
樹、て起忌→

2.韓
日)cm

喧 .il_J'守

301排-6 1 0:42 1母 親 | 工Lm 11覧)cm 障立ち 三角形 そばにいる 2揖

31 1砕 71 1:柑 l母親|ニLm |庇>cn可 |障立ち 三角形 そばにいる 2麗

32 I俳 8I 1:07 I 母親 凪...， I
T 

""'"  40cm 臨立ち 三角形 そばにいる 2揖
育室

331峠-9 I 1:日|母親
廊下・保

40cm 障立ち 三角形 そばにいる 3麗雪白=全ョ
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資料①保書者を支援するための環境構成分析プロセス

1.園剤師保育者の説明僅謹デ」タ}

M園

1. 全園児が共通の玄関に通じる廊下に、貸出用の絵本を置いて利用しやすくしてし喝。 掲示ボードも、一応必要なものはここに全部掲示してい

るとのことE

2 廊下の上記の反苅頓tl、事蕩遣の窓のところarいろいろ置U、てしものJということ。

3. 保育室の廊下の入口付近にぶら下げてあって「こんげつのうねと書いてあり、そこに何曲市昭輔蜘2置いてあり、自由に持って帰れるように

なっている。保護者の方から「子どもたちの歌っている歌を知りたb、とUヴ要望があったのでJとb、うこと。

4. 保育室の廊下に引き出しの棚があり、そのなかに手作りおもちゃの作り方のお手製の用紙が入ってb吋自由にもちかえれるようになってb、る。

これは若手の保育士がリーダーになって進めてもらい活程の場としたい所衰の意図があるとのこと。

5 判宇りのおもちゃ紹介コーナ~. 4の写真の引き出しの上の壁に掲示してあるもの。

6. 廊下の保育室沿いの壁の借手掛‘今週の予定と書カれている。所長の話では特に幼児クラスでは、張り紙があふれている品、うことであった。

7. 345歳児クラス凶軒寄帳がないので廊下のホワイトボードに毎日の保育所での様子を劃、て保護者に知らせている。廊下側に設置してある水

槽ロ入国したての頃は泣いている子、乳児には特に気先湾道知となるので良いとのこと白保護者にも気分がなごむと評事1.Itl>良b、という。

8. 栽培している野菜の今年の収穫数を扇町に掲示して保護者にも知らせてし喝。

K圃
1. 子どもカ輸を履く間保護者が腰を制7て待っていたり、保護者同士て雷をするときにつかってもらえればと思って置いてます。保育士が座布団

もあった方が磨劫hくてb刈、よねと作ってくれました。

2. 保育の様子を連絡帳だけではなく、写真等で伝えることで、理解していただきやすいかと思い、掲示しているーその際、他のクラスの様子も知

ってもらえるように、各クラスの様子をすべてここで紹介している。

3. 保健闘車のお知らせ等は、玄関で気づいていただきやすい箇所に貼って知らせている。新型インフルエンザの情報等を知らせ、保護者と共に子

どもの健康を守ってb、きた1.0¥

4. 各クラスのおたよりや保育の様子の写真を保護者が必ず通る廊下に掲示してし、る。保護者が子どもの様子、他のクラスの様子をみたり、できる

ように取り組んでいる。

5. 保育所の全職員が保護者を迎え入れると同時に、保護者にも全職員を知っていただきやすいように掲示しているc

a 給食の献立は‘月の献立と今日の献立をすべて掲示しているa 家庭での献立の参考にしているという声も聞かれる。

7. 地崎の子育h て支樹静量を掲示している。こ¢蝿示の奥の部屋が地場子育て支援の取組みをしてし喝部屋なので、入るときに目につきやすいかと

考え設置した。

A園

1. ぶどうとか、くりと均等調のものを置し、てb、ます札季節の変わりは、夏のひまわりとかセミとれ風鈴だったりね

2. これは今月時誕生日の子。けっこうお母さんたちもここなここに誕生日の子治写真と埼性日おめでとうの人形と一緒巳仏国時に保護者

が作る入閣を置いておく。みんな他のお母さんたちがきても「今日は00ちゃんのお古生日だね」と喜んで言ってもらえるようにという感じ

で。

3. 季節の物を飾るようにしている。生のお花を欠かさなし、ようにしている。お母さんたちが子どもと一緒にきれいだね、と。人形は他の方が持つ

てきてくださるのですけど、誰が見てもかわし、い、小さし呼静らお人形を抱っこしてほしし、し、さりげなく子どもたち語噛いていったりします

ね

4. 子どもたちも喜(Fますけど、お母さんたちがとても喜五花はきれいに咲いたのから、だんだんに置いておく。入ってこられたときに、気持よ

く入ってこられて、なんカ唱持をここで切り替えて、お仕事モードから入ってきたり、ここでしりてらっしゃいとh
5. 種をまいたりときは、ここにおいておいて、大きくなった才えとかこれこれm種なんだねと。お母さんたちけっこう知らないので。種と一緒に

名前を書いておいておし

6. 今日の食べたのはこんなですよという。食事のサンプル。制日カ指人形とかがあると、食べ物だけって・ー・何かあったかb慌持になりませ

んか。ものっていうよりは食事、子どもたちが食dてるっていうのを出した川食堂ではなくて札

1 週に一度、絵本とク」ムを交替t 親と子どもが一緒にいる時間、ゲームも大人間帥lしなくても、真剣に守れるものを選んでいますけど~ 345 

歳はこんな借り方で、 2歳児は絵本を借りてます。

8. 345歳児i土、 ζこ揮務室の入口)に入ってゲームを選んでいくロこれもなかなカ親子でという時間を意図的につくっていかないと、難しい

のでロ保育園で遊んでるようなもの、子どもたちがルーlJ...7.J'わかってるようなものを。 2歳児は大人が並Aておくんですね，まだ自分て彊ぶのは

難しいのでここに。自分たちがいつも見ている本の中から選んでいく。

9. 後はこういうところにある本をお母さんたちが借りていかれたりしますね。園長が、相談のある方はどうぞとし上っちゅうお便りを出すので、

けっこうお母さんたちは入ってきますよ。相談があるとちょっといし、ですっかと入ってこられる。1t"つでも入ってきまt
10. 4時をすぎると荷物をまとめている。(保護者を見つけると、保育士市鴨つで行く)お迎えのときには、伝出問は自分でほとんど支度をするの

で、保護者I"i.上(保育劃にはほとんど上がっていかない。持ち物はそんなにないんですよ。うちは間席カ}ドもないし、出席カードで何が育つ

のか、朝それをしなくちゃいけないって話し合ってゃめちゃって却年ぐらいたつんですけιここが家庭に代わるところと言っているのに出席

カードもおかしいねと言って。連絡ノートは012歳はやっていますので、あんまりベタベタ貼ることはない。ここに貼るだけはあんまりな1t'.

身長や体重は1ヶ月に一度の成長記録の中に書くんです払 (0-年長まで、一月に一面

(調査者から)

1. 1歳児トイレと汚物入れのかごに工夫し職員カ鞭b中すいようにしている。

2. 膝下の棚の上などにちょっとした飾りがある。保育者の保護者h の心遣いが感じられる。

3. 第三者評価の受審副t玄関に入ってすぐの入り口掲示されている。木の蜘咋のある聞こ入れ、小さな飾りキ制Eとともに飾られているa アル

ミの枠だと「保育所」、木の枠だと F保育闇J。飾り方から「安:，~，曲という印象を受ける。
4. 保育室内の環境のしつらえが帯闘である。保育の質の高さによる安心晶安心して子どもを預けられる。
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2.内容による奪盟 懐札:上設と、含まれる質的データ:下回

保護者のための空調を作る

-後はこういうところにある本をお母さんたちが借りてい由れたりします札園長が、相談のある方はどうぞとしょっちゅうお便りを出すので、けつ

こうお母さんたちは入ってきますよ。 A8

-子ども瑚Eを履く間保護者古曜をかけて待っていたり、保護者i司士で話をするときにつ加てもらえればと思って置いてますユ保育土が座布団もあ

った方が暖かくていいよねと作ってくれましt~ Kl 

保護者のために装備する

-ぶどうとカミくりとカ毒輔のものを置いてb、ますね。 Al

-季節の物を鈍るようにしてし喝a 生のお花を欠かさないようにしている。 A3

-花はきれいに咲いたのから、だんだんに置いておく。 A4

-事窃室の懇のところ{に飾りを並べている)rl_.、ろいろ置いているのjとb、うこと。 M2

-廊下側に設置してある坤帯。保護者にも気分がなごむと評網開良いという。 M8

保育内容を掲示する

-今日の食べたのはこんなですよという。食事のサンプIV.A5 

-手作りのおもちゃ紹介コーす~. M5 

-廊下の保育室跡、の壁の掲示軌今坦の予定と斡れている。 M6

• 345歳児クラス同車絡帳がないので廊下のホワイトボードに毎日の保育所での様子を串、て保護朝こ知らせているM7

-朝若している野菜の今年の収穫数を廊下に掲示して保護者にも知らせている。 M9

-保育の様子を連絡帳だけではなく、写真等で伝えることで、理解していただきやすb、かと思い、掲示している。その際、他のクラスの様子も知って

もらえるように、各クラスの様子をすべてここで紹介している。 K2

-給食の献立は、月の献立と今日の献立をすべて掲示している。家庭での献立の参考にしているという声も開hれる.K6 

-各クラスのおたよりや保育の様子の写其を保護者が必ず通る廊下に掲示している。保護者が子どもo端子、他のクラスの様子をみたり、できるよう

に取り組んでいる。 K4

-保育所の全職員が保護者を迎え入れると同時に、保護者にも全職員を知っていただきやす司、ように掲示している。 K5

保育内容の持ち帰りを促す

.2歳児は絵本を借りてまマ九 A7

'345歳児は、ここ(事務室の入日)に入ってウ」ムを選んでb、く。 A8

-全園児市鳴通の玄関に通じる廊下に、貸出用の絵本を置いて手l聞しやすくしている。 Ml

-保育室の廊下の入口付近に「こんAずつのうたJの轄蜘宝おいてあり、自由に持って帰ることができるようになっている。保護者の方から「子どもた

ちの歌ってb、る歌を知りたb、とし、う要望があったのでJM3 

-保育室の厨f下に引き出しの棚があり、そのな糾と手作りおもちゃの作り方のお手製の用紙が入っていて自由に持ち帰ることができるようになってい

る。 M4

その世卯情報を掲示する

ーここに誕生日の子が写真と掛性日おめでとうの人形と一緒に置いておく。 A2

-保健関連の忌蜘らせ等は、玄関で気づいていただきやすむ恒所に貼って知らせているa 菊田盟インフルエンザの情報埠を知らせ保護者と共に子どもの

健捺を守ってb、きたv'.K3 

-出蜘コ子育て支園育報を掲示しているロ K7

保護者の行動をスム」ズlとする環境を構成する

-保護者がすぐに帰ることができるように荷物を準備する A9

害直書場酔モデルとなる空間を構成する

• 1歳児トイレと汚物対的かごに工夫し職員判部中すいようにしている。 C観察者)

-保育室内の環境のしつらえ語専門的である。保育の質の高さによる安心晶安心して子どもを預けられる。(観案者)
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3.保育者の意図による類型観札:上段と、含まれる質的デ}タ:下段・下灘部は意図

1 関係況誠(子どもと保護者}の支援

-季節の物を飾るようにしている。生のお花を欠かさないようにしている。;s官さんたちが子どもと一緒にきれいだ札と。 A3

-種をまし、たりときは、ここにおいておいて、大きくなったね、とかこれこれの種なんだねと。お母さんたちけっこう知らないので積と一緒に名前を

書いておいておく。 A5

-親と子どもがー特にいる時間、ゲームも大人問帥lしなくても、真剣にキれるものを選んでいますけど。 A7

'345歳児は、ここ(事務室の入口)に入ってウ」ムを選んでいくa これもなかなカ親子でという時間を意図的につくっていカ唯いと、難しいので。

保育園で遊んでるようなもの、子どもたちがルー，J4.I~わカ句てるようなものを。 A8

2 関嗣械(保護朝司士、斜めの関係幽の支援

-みんな他のお母さんたちがきても「今日は00ちゃんのお誕生日だねj と喜んで言ってもらえるようにとし、う感じで。 A2

-保護者同士官昔をするときにつかってもらえればと患って(ベンチキ僅布団を)置し、てます。 K1

e保護者にも全職員を知っていただきやすいように掲示している。 K5

3 気持ちの安定

. (プランターの生花を)子どもたちも害ひ官すけど、お母さんたちがとても喜ぶA4

-花はきれb、に咲いたのから、だんだんに置b、ておくa 入ってこられたときに、気持よく入ってこられて、なんカ嘆闘をここで切り替えて、お仕事モ

ードから入ってきたり、ここでいってらっしゃいとカ'0A4 

-今日の食べたのはこんなですよ品、う。食事のサンプルロ制Eとかお人形とかが(サン切レと一組こ飾って)あると、何かあったかb慌聞となりま

せん7.J"oA6 

-子ども品潮時履〈間信弘警者が腰を制7て待っていたり、保育士が座布団もあった方古唱力〈ていし、よねと作ってくれましたo K1 

4 保帯曜の理解

-保育の様子を連絡帳だけではなく、写真等で伝えることで、理解していただきやすし功吃思い、掲示している。 K2

-給食の献立i士、月の献立と今日の献立をすべて掲示している。家庭での献立の参考にしているとb、う声も聞かれる。 K6

'345歳児クラス同車絡帳がないので廊下のホワイトボードに毎日の保育所での様子を書いて保護者に知らせている。(うさぎぐみ.)M7 

-栽培している野菜の今年の収穫数を廊下に掲示して保護者にも知らせている。 M9

5 視野の拡大

-他のクラスの様子も知ってもらえるように、各クラスの様子をすべてここで紹介している。 K2

ー各クラスのおたよりや保育の様子の写真を保護者が必ず通る廊下に掲示してb喝。保護者が子どもの様子、他のクラスの様子をみたり、できるよう

に取り組んでいる。 K4

6 婦齢獲得

‘保健関連のお知らせ等は、玄関で気づいていただきやすい箇所に貼って知らせている。 K3

-この掲示の奥の部屋が却掛子育て支援の取組みをしている罰瞳なので、入るときに自につきやすいかと考え設置した。 K7

ー種をまいたりときは、ここにおいておいて、大きくなったね、とかこれこれの種なんだねと。お母さんたちけっこう知らないので種と一緒に名前を

書いておb、ておく。 A5
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人情報の厳重な管理と適切な処理を行い、研究や学会発表、研究紀要の作成以外の

目的には用いませんので、皆様にご迷惑をおかけするようなことは一切ございませ

ん。なお、ご参考までに、本研究の第 l年次報告を同封させていただきます。

ご多忙の中、大変恐縮ではございますが、本研究の趣旨にご理解いただき、下記

内容にご協力くださいますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

平成田年 10月 15日

日本子ども家庭総合研究所

子ども家庭政策研究担当部長

先生方

茸
臥
H
{怪
い
福
岡
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齢
期
一
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ヰ
酬
請
噺
什
庁
3
事
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朝
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(
N
)

散具

霊峰柚女

刷l・

保育土資格を有し、現在保育'養育に携わっておられる方のうち、下記の条件

すべてに当てはまる方をご紹介ください。保育経験 3年未満の方と畳宜量量ユ旦

亜且よの方(該当がなければそれに近い方)、それぞれ 1名ずつ世 2名のご紹介

をお願い致します。雇用形態(正職員・非常勤職員ーアルバイト等)は聞いま

せん。

条件

言E

保護者への支撞技術に関する調査研究への協力のお願い

拝啓

貴国ますますご清祥のこととお慶び申し上げまナ。日本子ども家庭総合研究所の

研究調査につきましては、日頃よりご理解、ご協力を路り心より感前fいたしており

ます。

白施政長ではない方

②家庭支援専門相誤員(ファミリーソーシャルワーカー)ではない方

@社会福祉士の資格をお持ちでは主主方

このたび私どもは、『子ども家庭福祉分野における Yーシャルワークとケアワーク

の体系化 I~ 関する研究( 2) )一保育所保育士と施設保育土の保育相談支援(保育指

導}技指の抽出と類型化を中心に一.n(主任研究者:柏女霊峰)を実施することとな

りました。

ご紹介いただいた方には、同封の調査票へ、 f保育相談支援に関するエピソード」

主主査盟ご記入をお願いいたします。別添えの記入例をご参照ください。

• 2010年 11月 14日{日)までに、同封の返信用封筒でご送付ください包

-記入用紙のデータが必要な場合にはご連絡いただければ、添付ファイルでお送り

します。データの場合はメールでご返信ください。

保育士による保護者への支掻は、平成 13年の保育士資格の法定化により保育士

の業務に位置づけられ‘その役割は、改定保育所保育指針によワ具体的に示されま

した。さらに平成田年に改Eされた保育土差成課程では、「保育相談支援Jが科目

として倉I股され司平成 23年度から適用されることとなっております。一方で、保

育所以外の児童福祉施設の保育土が保護者支援で用いる技術については、現在のと

ころ明確に示されておらず、保育所以外の児童福祉施設における保育士の専門性を

生かした保護者支援の技術、すなわち、保育相談支援技術を保育士の組自の援助技

街として確立することは喫緊の課題といえます@

、」、。

-その{也、本嗣査について、ご不明な点等ございましたら、お手数ですが下記まで

ご連絡ください。

そこで、平成 20年度に柏女霊峰を代表とする研究涯(こども未来財団平成 20年

度児童関連サ』ピス調査研究等事業}では、保育所保育士を対象として保育相談支

援に閲する質問紙調査を行い、主として言語的援助技術を把握いたしました。また

平成 21年度には、本研究班において、児量福祉施設における保育相談支援の技術

の使用についてのインタピュー調査を実施いたしました。
事務局:日本子ども家庭総合研究所

子ども家庭福祉研究部

有村大士/永野朕

T E L Q3-3473-8347 

FAX 03-3473-8408 

E-mail ari冊u時楓e.co帥

2年次目にあたります本研究の調査では、保育所以外の児童福祉施設における保

育土の専門性を生かした保護者支援(保育相談支援)技術の体系化を試みることを目

的し‘保護者支援に関する質的なデータより保育相談支援の展開過程および具体的

技術についての検討を行うこととしていますa ご提供いただきましたデータは、個
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エピソード記述用紙

保護者支援のエピy-}:

本あなたが特に気をつけたことがらや態度、具体的な行為について、できるだ吋詳しく

ご記入下さい.

施股名

お名前 |回I L 男性 2.女性

ご連絡先 T 

(携帯}

e'mail @ 

連絡可艇な

時間帯

.施散の運営主 ①社会福祉法人 ②自治体直営 ③宗教法人 @学技法人 ③その他(

体

記入者の臓位 ①保育よ ②主任保育上 @ホーム長-;::r.=γ ト長 @その他(

記入者の
①正職員 @非常勤，嘱託 ③ノ号ート @その他t

動費形態

記入者の年齢 歳 |現在の施震での鵬輔| 年

保育所での聴歴 あり なし

保育以外の ※ご経験をお書き〈ださい

仕事鐘験

伯許}

①幼稚園教楠 @その他(

所有免許・資格
{時団体認定資格}

①臨床心理士 ②ベビーシッター@チャイルドマインダー

@その他〔

00 
cコ

柚

制

品

吋

櫓

保護者支援にかかわる研修について伺います. (掴内・圏外ともに}

下記の研修テーマの中で、最も強〈影響を霊けたと思われるものを lつ選んで〈ださ川「一寸

① 子育て支援前 ②子育て支援実践報告 ③ カクンセリング I I 
@ ソーシャルワーク ③ その他( )-ーーー

エピ:Y-}:の中で最も大切にしたこと

ご記品にあたって

この調査において保護者支慣とは、面会時や手紙，通信等のやP取りその他、担当する子ども

の保護者に対して、直接ないしは'77ミ9-:/-シ守ルヲ-jJーとともに支援を行うことをさ

します.

寅施設を利用されている保護者に対し、実際に行った保聾者支橿のzピYードをご記入下さい。

ご記入の際には別紙の『エピ';/-ドの記入例Jをご貫いただき、その実践が行われた際、あな

たが特に気をつけたことがちゃ岨度、具体的な行為について、できるだけ詳しくご記入下さい.

保護晴支援にどのような技術が使.t..>it，ているかを広〈収集することを固的としております.

2 つのエピ';/-~は、さまざまな場面での実践を思い返してご記入下さい. (倒:発達につい

て、生活上のこと、人との関わり方、環境の構成.遊びの展開‘その他)

。本調査では充分な管理のもとに個人情報を取り恨います。記述の際にも個人が特定されないよう

(ミキちゃん→Aちゃん等)ご協力いただけますようお願いいたします園

， r事例の中で最も大切にしたことJの欄には‘その事例を通して、あftたが最も大切にしたこと

をご配A下さい.
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ヱピyードの背景

(入所理由、家族構成{ジェノグラムな目、本エピYードの背景などをご記入ください。

エピソード記述用紙

保霞者支援のエピソード

事あなたが特に気をつけたことがらや箇度、具体的な行為について、できるだ付詳しく

ご記入下さい。

芭
叶
吾
川
田
附
前
世
作
器
開
打
討
ヰ
が
荊
輔
叶

3
古
明
暗
首
相
市
川
賄
侍
奇
8
帯
川
期
決

π混
斗
か
朝
浦
(
悶
)

冒
開
園
開
附
刺
四
回
f
車

圃
@入所理由

・宿院で出産.児を麗し母宋践回置手紙[訳あって育てられないので、よるし〈お願いしますJ と出

産費用、新品の肌着、水色のカバーオールを置いていった。

-病暁のDrより名前をつけていただき‘生後5日目で乳児院内入所町男児固

@児2畠..... 聾育寧庭(里親家庭)^とつなげる.マッチング。支部が始まる白{初師合わせ}

@受斑 1:カ月司葺宵家庭(星組章庭)へと量託.

。児S績の時→里母さんと里親会にて再会a

@児14車の時4 里母さんと里親会にて再会白

保育士としての固有の保護者対応

(s.ピy-ドのなかで保育士の専門位を生かした保護者対応と思われることや他職種や他

機関に提示した視点などについてご記入ください。

園
ー児の特性を里母さんに伝えるとともに、児のζとを盟母吉んと保育主の聞で話をするζ とを本人に見

せ‘安心できるように配慮した。

・保育士なしでは、量着の段階が不安定だったので、里母さんと保育士の聞で児が苦し吉ないように代

舟と導きを心がけた"

・担当保育士がそばにいると‘なかなか里母さんへ移行できなかったため‘初めての抱っこの次から‘

担当保育士I立姿を出さず、事務所のケースワーカーか担当以外の保育士が対応するようにした。

@3揖未満児の量着対象としてとらえやすいのは、 1人であるためまずj;t.里母さんのみの吏誌をし

てもらっていた.

@交流 15日目，

互いに意識しすぎてなかなか二人でいることができず、すっとかけよってこない児に里母さんも『私

のこと蟻いなのかしら“Jと少々不安がっていらっしゃる蜜が目立っていた.rとうてもまじめな0

0<んだから.私に!ii.を使って、 t:.d.ち申ん{里母さJ.，)1::いけないでいるのかもしれま甘ん.Jと

伝え、=人で見つめるとはずかしいような、うれしいような義情をしていた，

『こんなにちっちゃくても気をつかったりするの?Jと里母さんは葺かれていたが.rちょっとお話

してきてもいいですかJと旦母さんにお話しして、場所をかえて児と保育士とで向かい合って話をし

た。

roo<ん、 t:.d.ちゃん{盟母さん1のこと好き?Jと問うと、児は r';)ん‘しゅ吉つJと寄えるu

「口口ちゃん(保育士}もし申書つ…」と君ってうつむいてしまう.roo<ん、ロロちゃん{保育

主}に気を使っτるんだねっ.穴丈夫夫丈夫.00<んがd.d.ちゃん{里母さん}に抱つ二されても

ロロちゃん(保育士)は00<んが大持者だよー 00<んとd.b.ちゃん{星母さん)が仲良しだとと

っても素敵だし、ロロちゃん f保育士〕もとってもうれしいんだよ.Jと伝える。

真剣な表情で話を聞いていた児，保育士さん占星母さんのいる方向を交互にみている。 rooちゃん、
皐母さんに抱ゥこしてもらい?Jと問うと「うん!! Jと元気に笹える.r口口ち咽ん[保育士}こ

こで見てるから、いってごらIu，Jと伝えると‘にやにやっと笑いくるっとふり向き.11ッ11ッ11':1

:ltッと走っていうた，決心したようにもう一度保育士を見てから、 E母さんにもじもじしながら近寄

って行った。

里母さんはその決心もまだ蹟み取れてはいないものの、そっと手を伸ばして初めて抱書上げて抱きし

めていた。

児の捕手をみて‘里母さんとニ人でいる環境の方が.慣れやすいと判断し、次のま斑からは担当保育

土は盛を見せず.三人がいやすい場所づ〈りをLた。

圃

。。

エピYードの中で最も大切にしたこと

お忙しい中でのど協カ、蹴にありがkうござい志した。

務していった園保育士に気を使いながらも、まだ保育±を器準に.fJJ断している段階であったため、児の

圃 里叫んも児もはずかし刷やで真面目な性格のため‘酬をよりリラフヲスしやす吋のへと

思いを代弁し.里母さんに素直に向き合えるよう安心と導告の両方奇心がけた内



平成22年 7月 30日

00国
間長 機

日本子ども家庭総合研究所

子ども家庭政策研究担当部長

柚女霊峰

舗を臨調査協力のお願u、

拝啓 貴固ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。日本子ども家庭総合研究所の研究調査につ

きましてj土、日頃よりご理解、ご協力を賜暗心より感謝いた~ております。

。。
トJ

よニの~び私どもは‘『子ども家庭福祉分野におけるソーシ-\'ノレワークとウアワーヲの体系化iこ翻する

研究 (2) 一保育所における保育相絞支援の体系化に関する研究一~ (主伍研究者・柏女霊峰]を実施

することとなりました。

保育士による保護者への支揺は、平成 13年の保育士資格の法定化により、保育土の業務に位匝づけ

られ‘その役割は、改定保育所保育指針により具体的に示されました.さらに平成 22年に改正された

保育土聾成課島では、「保育相談支援Jが科目として甜liil:されておりまれ一方で、保育士が保護者支

援で用いる技術については、現在のとこる明倍に示され

設術として確ぜ守kするこ.!::IはI喫緊の限掴といえ主す。そZで、平成 20年度に柏女量峰を代表とする研究

瑳(こども未来財団平成 20年度児童関連サ]ピス調査研究等事業}では、保育相誤支掻に闘する質問

紙調査を行い主として言語的援助技術を抱値いたしました白また平成 21年度には、本研究班において

動作的観助技術の把握を目的とした予備的観察調査を実施いたしました2 今年度は、より詳細な動作的

援助の把握を目的といて、保育所の保育士と保護者の方々を対象に、保育指導技術ω観察調査を実施さ

サていt:-.t:'.<こととなりましt.."..")

ご提供いただ幸ましたデータは、個人情報の厳重な管理と適切な処理を仔い、研究以外の目的には使

用いたしませんので、ご量量感をおかけするようなことは一切ございません。なお、本研究の実施内容と

平成20年度の研究結果を同封させていただきますー

ご多忙の中‘大変恐縮ではございますが、以上の趣旨をお汲み取りいただき、当調;まへのご協力につ

吉まして持段のご高砲をお願い申し上げますe

敬具

記

日時

訪問員

2010年月日

幡本真紀〔関西学院大学教育学部J佳敏侵)

西村夏実 t大ぼ戚院短期大学講師]

観務調査の内容 : 別紙資料参照

以上

{お問い合わせ先} 干662-0827 西宮市岡田山 7-54

関西学院大学教育学部

楠本真紀

電話 090守 5047-3812

E-mai1 :hamaki骨kwansei.ac. jp 

観察調査の肉容について

1 信理的な記虚伝ついて

本調査におきましては、内容の信頼性を担保するため、デジタJレカメラ(物理的環境のみに使用)、

ピデオ、 ICレコーダーによる揖困録音を希望しております。調重f結果の報告に際しては、園名や個

人が特定されることがないよう適切な管理を行b、ます。また、調査員から個人情報が外部に漏れる

ことはございません。

2.調査方法について

①観察調査は、貴聞の延長保育の時間帯に合わせて実施させていただき、調査は、延長保育終了時に

終了予定です。

@3歳未満の子rもさんの保護者の方への保護者支援の様子を観察させていただけましたら幸いで

す。

@観察は、 10年以上のベテランの保育土の方 l目、3年目程度の経験がおありの保育士の方を l岡、

合計2日間させていたきたく存じます。結果を比較することはいたしません。

@大変恐縮ですが、調査にご協力いただく保護者の方、保育士の方に、園長先生より保影日と内容

を事前にお知らせいただき、保護者、保育士の方にご了承いただけましたら幸いです。必要でし

たら文書を作成し送付いたしますので遠慮なくお申し出ください。

⑤当日、事前に延長保育の保育室に伺い、子どもさんに説明をさせていただきます。 0歳児等人見

知 0が強い時期は子どもさんの状態に合わせて対応させていただきます。

@17時に保育室にお伺いし、延長保育終了時まで、保育室の中、廊下、テラス等で保育士の方の保

護者対応の様子を撮影させていただきますe ただし、調査を了承されていない保護者の方や、配

慮が必要な場皆は、ご指示いただけましたら撮影は控えます。

3.調査肉容について

本調査の目的は、保育土の保護者支援の具体的技術の検討であり、保護者支援の評価ではなく、具

体的技術の抽出にあります巴保育士の方の保護者への関わりにおける具体的な行為、発言等を観察させ

ていただきます。また、本調査は、保育士による日常的に行われる保護者支援の技術を把握させていた

だくことを目的としております。観察調査のためにご準備いただいたり、特に場を設定いただく必要は

ございません包

4.結果の使用について

本調査は、日本子ども家庭総合研究所のチーム研究として実施しております。調査結果は、報告

する必要があり、報告書として公表されることとなります。その他、結果を学術的な研究、及び保

育士の保育相談援助技術の研究会等に使用させていただくことをお許しいただけましたら幸いで

すe ただし、先述のとおり、個人情報等が公表される二とはございません。また公表内容は、事前

にご確認いただいた上で使用させていただきます。
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柏女斑保育所植

r保育相離支鍾事例の動作的橿助雄衡に関する観察調査ガイド』

1，簡査の目的と概要

1 研究調査の目的

本研究の目的は、保育所保育士の保育相談支援技術における動作的援助按街を把握するこ

とにある。

2.調査対象

対象園

可能であれば白 3

抱宋酒児ヲヲスで

の!t.庇を慌頼.

一人前レベル

(2-3年目}

達人レベル

(10年以上〕

担当者

3.調査方法と期間

-・・固・・・E先生

調査方迭:自然観察法における組織的観察.

調査期間:平成22年8月 16日-9月初日。 主且i旦ι

n.調査手順

1. 調査用具と持ち物

ロ謝礼の図書券‘手土産 『 要確認

ロ筆記用具、記録用紙

ロ観察調査ガイド

ロ名刺

口記録用紙を入札る封筒

ロ依頼文(事前に送付するが、アウトプットして持帯してお<l

ロビデ才、 ICレコーダー機材(充電、子ープ挿入確認)

• 

(予定)

_1  

2. 事前準備

・対象者と日程調整(所要時間と調査の目的.内容を伝える)。

・事前に事例観察時聞をお知らせし‘保産者に観察日時を連絡していただ<.

.依頼文と買問内容の文書を送付。

・機材の確認。

3.間査手臓の概要

観察回査の進行

0あいさつ

O自己紹介及ぴ事例回査協力へのお礼

倒・関西学院大学の橋本真紀と申します固本日I立、柏女量峰(日本子ども家庭研究所、湘徳大学)を代

表とする『子ども家庭福祉分野におけるソーシヤ/1，.ワークとケアワークの体系化に関する研究』の観

察調査の調査員として、お伺いいたしました園ご多忙の中、観察調査への協力をご快諾IJiきありがと

うございました。

0聞査の趣旨説明智

事前に送付した依頼文を碓昆しながら説明する目

倫理的配車の缶遣と調査協力の意思確認。

①結果の使用について

-本調査は‘日本子ども車直結合研究所の研究助成金により実施していること園

・調査結果を報告する必要があり‘調査の肉容が公表されること.

-その他‘結果を学術的な研克に使用させて頂きたいこと.

・その際、公表したい肉容l立、事前にご確認いただき‘許可を頂いた内容のみ‘報告書や研究に使用

させて頂〈こと。

②倫理的な配慮について

・肉容の信頼性を担保するため、ビデ才カメラ及びデジ骨 /1，.0カメラ、 ICレコーダーによる録国録音

を行うこと園

-園名や個人が特定されることはないよう配慮を施すこと自

.調査員から内容が外部に漏れないこと。

上記の却についてご了解をいただいた上で調査を実施する.

もし‘事情が変って協力できないといわれても無理強いしない固

0ピヂオの予スト録音および準備.撮作l丸事前に確置してお<.

0観察聞査の実施観察の手順 司 r 4.調査の手l国J参照園

0お礼と肉容確認作業の依組

倒:r本日i立、ありがとうございましたー後日.内容を整理して送付させていただきますので‘内容を

ご確認のよ‘ご返送いただけますでしょラか。お手散をお掛けいたしますがどうぞよろしくお願い

いたします。J

0ピヂオと記録したメモ.頂L、た資料を封筒に入れて範7.
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4.調査の手順

|時間| 担寝間査の手厩 | 

※開始、終了時聞は固のご都合により調整固

※観察の~ーゲットを絞る場合I土、 IC レヨーダーをつけてもらう。

[Cレコーダーの使用方法を説明，保産者支援のときだけスイッチを入札てもらう。

11:00 1観察をさせていただ〈場所に行{.子どもたちに挨拶.

子どもの年齢に応じて担任とともに説明，

乳児クラスの場合ri人見知り等に要配慮，

ピデオの撮髭に適切な位置を3箇所程度選択。事例により、撮影場所を変更する，

掻影の際は‘可能な限り周囲に子どもや他の保護者がいない場所から撮彰する。

環壌の観察司別紙参照。

一一一----_...ーー|観察開始ト一一一一一

11:30 1担当者①保誼者の送迎時における保育士の関わりを撮影，

担当者②詑銀義 1に事例の概要を記入国

。。
品

18:30 

19:00 1観察終了，

観察対象の保育士に以下をうかがう。

・保育指導事例について聞き取れなかった部分等補足説明。

.各事例対応の意図。

・平均的な保護者対応数(観察日が平均より少ないか、多いか等)。

19:30 1最終終了ー

必要であれば、後日(記録作成後)にヒアリング調査にうかがわせていただc

5.調査実施上の注意

-観察・聞き取りの内容は.秘密厳守E

-ビデオテープ等の保管(電車の中に忘れてこないようにけ。

-あくまで調査であり、圃関係者のご意見に対するヨメントや批判をしない。また、聞か札な

い限り、自分自身の意見などは控える。

6. その他の一般注意

・手土産 (2.000円分のお草手)などを各自膿入し、持参してください。購入の際、領収書を

必ずもらってお〈ようにして〈ださい。領収書のあて先は、「日本子ども家庭総合研究所」で

お願いします。

-変通費、手土産代については‘後日研究費より返金さ札ますので、領収書の裏に名前を書い

ておいてください。

7.分析及び報告について

・保育士が保謹者に接近.関与を開始してから内容が継続している一連の過程を分析単位とす

る。事例の撮影時聞は 20分を目安とする。

・環境構成(掲示物‘空間配置等)も専門的技術の範鴎と担え分析対象とする(別紙資料).

・観察後、jJlJ紙記録書式に記述するD ~IJ 紙記録用紙番問。

・回1年度作成の大カ子ゴリ[精査版)により、エピソード記録を作成，エピソード記録の記

述分析.

. H21年度作成の小カテゴリ(精査版1を活用した事象見本法による分析。

・報告書には、フェイスシートの内容は統計処理をして掲載。
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柏女他:児童福祉施設における保育士の保育相談支援技術の体系化に関する研究 (2)

注:

1)岩間申之.対人撞助のための相談面接技情.中央法規出肱

2008.p24 

2)ジェームズ E.メイザ」.磯博行他訳.メイザしの学習と

行動.二瓶干土 1999.p288

3)保育所保育指針には、保育所は「家庭との緊密な連携の下

に」保育を行うことが規定されている住吉1章総則2保育所

叫盟。(コ)。

4)柏女霊時他.保育指導樹首の体荊回こ関する訪問.財団法

人こども未来財団.却佃.p田

5)児玉桂子・古賀誉章・沼田恭子・下垣光阻Pにもとづく

認先症ケアのための施設環境づくり実臨マニュアル.中央法

規出肱2010

6)柏女霊峰平成20年度児童関連サービス調査研究等事業保

育指導古備切体系化に関する研究.財団法人こども未来財団.

2凹9

7)柏女霊蜂他.保育指導控簡の体系化に聞する研究財団法

人こども未来財団.初回.p79
8)柏女霊蜂・橋本真紀 増欄抵・保育者の保護者支援一保育

相談支握の屠哩と技蹄. フレ』吋/時富.2010.p153 

文献;

・柏女霊峰・橋本真紀 増補置・保育者の保護者安静ー保育相

談主撞の原理と技椛 フ~Jl佐官~ 2010 

・柏女霊蜂監修・橋本寓紀・西村真実揖 保謹者支援スキルア

ッフ官亜保育者の専門性を生かした保護者支援一保育相談支

援の調車 ひかりのくに.2010 

・柏女霊峰 子ども家庭崩l輔[第2版]. 誠信書層. 2011 

-柏女霊峰・橋本真紀揖 保育相談支援ー ミネルヴァ書房，

2011 
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